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　きじが台地区市民センターで、子育て支援事業「キ
ラキラ・出前講座」を開きました。
　これは、未就園児の子どもと保護者を対象に行われ
たもので、10組の親子が参加しました。
　講師の内海奈美さんの指導のもと、音楽に合わせて
親子でふれあいながら体操をしたあと、星の形をした
厚紙に絵を描いたり、シールを貼ったりして、楽しい
ときを過ごしました。

キラキラ・出前講座（９月２日）

親子で楽しく体操

トピックス

小簑山見送幕復元新調完成記念講演会（９月８日）

伝統を受け継いで

ハイトピア伊賀で小簑山見送幕復元新調完成記念
講演会を行いました。あいさつなどの後、㈶西陣織物
館顧問で今回の新調復元事業を監修した藤井健三さん
が見送幕の概要や幕の復元技法などの説明を行いまし
た。そのあと文化庁文化財部伝統文化課主任文化財調
査官で文化財保護調整官の菊池健策さんが「祭り・行
事の指定と保護の実際～上野天神祭を例として～」と
題して基調講演を行いました。

▲

子どもをひざの上に乗せたお母さんが体を左
　右に傾けて車がカーブする様子を表現すると、
　子どもたちは楽しそうに体を動かしました。

▲市内で唯一上野小玉町に伝わ
　る「七福神踊り」を、上野小玉
　町の皆さんが８年ぶりに披露
　しました。

「忍者」からみた日本と中国―交流の歴史と未来（９月６日）

忍者で日中交流

ハイトピア伊賀で、伊賀連携フィールドの１周年
企画として「『忍者』からみた日本と中国―交流の歴
史と未来」と題した催しが行われました。
第 1部では、「忍者の原像と変容―日本・中国との

影響関係」、第 2部では「『忍者』像の形成と現代文化」
と題して、日中の研究者がそれぞれの分野についての
研究成果を報告しました。この日は、約 150 人が参
加し、熱心に聞き入っていました。

▲中国社会科学院日本研究所教授の崔
さいせこう

世广さん。
　『孫子』などを資料にして忍術の起源について
　報告されました。
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　ハイトピア伊賀で第３回伊賀の和菓子教室を開きま
した。桔梗屋の中村伊英さんを講師に迎え、今回はつ
くね芋を使った菊の形の上用まんじゅうを作りました。
まんじゅうの生地であんこを包み、菊の花びらのよう
に線を入れ約 10分蒸して、飾りをつけてできあがりま
した。参加者は、「作るのは難しかったが、きれいにで
きあがってうれしかった」「敬老の日のお祝いに家でも
作ってみたい」と話していました。

　阿山文化センターで、こどもちゃれんじ教室を開催
しました。今回は、三重県環境学習情報センター、環
境学習推進員の脇谷奈美さんと三浦順子さんの指導の
もと、小学生 20人が紙すきをしてはがき作りに挑戦
しました。細かくちぎった牛乳パックと水をミキサー
で混ぜ合わせて、紙の原料となる液体を作りました。
これを木の枠を使ってすき、最後にアイロンをかけて
水分をとばして、はがきを完成させました。
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伊賀の和菓子教室（９月 12 日）

秋の和菓子をどうぞ

こどもちゃれんじ教室（９月 14 日）

世界に１枚のはがきを作ろう

▲つくね芋をすりおろし、上用粉を
　揉み込み、まんじゅうの外側にな
　る生地を作りました。

▲シールなどで飾り付けをして、自分だけの
　はがきを作りました。
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▲

全体に薄く伸びるように、真剣に
　紙をすきました。


